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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は､19世紀英国に誕生 したガヴァネス (女性家庭教師)小説というジャンルに注目し､この

ジャンルに属する作品群とCharlotte】〕ronteの作品に描かれたガヴ7･ネス像やガヴ7ネスに関する

様々なテーマを比較することにより､Bronteの作品を新たな視点から読み直そうとする試みである｡

序論は､ガヴァネス小説､及び､このジャンルとBroT)t毎の作品の関係をめぐる先行研究を概観し

た上で､その問題点を別出､ガヴァネス小説というジャンルの再定義を試みているO

全体としては第 1部 lGovernesslnFICt10nandNon-FICt10m'(第 1葦-2葦)､第2部 ■charlotte

BronteandtheGovernessNovel'(第 3章一7葦)の2郡から構成されており､前者は19世紀英

国の現実社会におけるガグァネス､及び､ガプアネス小説全般を扱い､後者では､ガヴァネス小説の

コンテクストにおいてBronteの作品が論 じられるO

第 1童 ■RealandFICtlOnalGoverness'は､19世紀英国において､ガゲ7ネスと呼ばれる女性

家庭教師の存在に大きな社会的関心が寄せられていたことに著目し､それが虚構世界におけるガゲァ

ネス描写にどのように反映されていたかの検証をおこなう｡当時の新聞や雑誌､暫物を渉猟し､ガヴァ

ネス問題が現実社会において如何に論 じられていたかを具体的に示 した上で､それらがガヴァネス小

説におけるガヴァネス描写とどのような関連性があったのかが考察される｡その結果､ガプアネス小

説が描く苦難に満ちたガヴTネス生活は現実に密着 したものであることが明らかにされているOまた､
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ガゲ7ネスは中産階級女性の理想像を自ら率先 して生徒に示すように期待されており､これと同じガ

ヴァネス像が小説においても典型的であることが示されている｡

第 2章 T̀heHIStOryOftheGovernessNovelfrom the1740sLothe18608'では､ガヴァネ

ス小説というジャンルに焦点をあて､その歴史を18世紀中旬から19世紀中旬まで詳しく考察し､同ジャ

ンルの様々なコンヴェンションの定着と変遷を探っている019世紀初頭にはもっぱら児童文学の領域

にあったカヴァネス文学が､1830年代から1840年代にかけて大人のための小説へと移行していく経緯

が示され､冷酷で思慮のない雇用者とは対照的な道徳的に優れたガゲァネス像が頻繁に登場すること

が指摘される｡同時に､この時期のガヴァネス小説がヒロインを強い信仰心によって支えられた自己

犠牲的な人物として設定､宗教色を強めていく事実が明らかにされる｡そして､こういったコンヴェ

ンションのなかで､Bronteの JaneEyTe(1847)の占める位置が定位されているC

第 3章 T̀heRebelliousGovernessandNew DomestlClty.JE/leByreandtheGoverness

Novel(1)'は､Ja12eEyleにおけるガヴァネス像が､従来のガヴァネス小説が好んで描いた中産階

級女性の模範像としてのカケ7ネス像と如何に大きく異なっていたか､同時代の教育的要素の多いガ

グァネス小説と比較することで検証するDまず､主人公Janeが激しい感情を持ち､活動を欲する人

間としての権利を主張している点に注呂した結果､従来のガゲ7ネス小説には見られない､人間らし

さを前面に出したガザァネス像を提示していることを明らかにしている｡さらに､JaLZeEyIeにお

ける結婚が､遺産相続やジェントルマンとの結婚というガヴ-/ネス小説のコンヴェンションを踏襲す

る側面をもちながらも､本質的にはJaneの人間性を守るために機能しており､その点では､従来の

コンプェンンヨンを大きく逸脱していると結論づけられている｡

第 4葺 J̀ane'slntegrltyaSaRellglOuSGoverness:JaneByreandtheGovertleSSNovel(2)'

は､ガヴァネス小説全般の宗教的要素という観点からJaDeEvl.Cを論ずる｡とりわけJaneの信仰

心が神の直接的な啓示に依拠する点に着目し､Bronteは､JaneEyTeという作品においてBarbara

HoflaJldのEJJeD,tL5eTeBCJber(1814)､RachelMcCrlndellの 7恐eEIlgJJSjbGovemess(1844)伝

どのガヴァネス小説の宗教的コンヴェンションを取り入れながらも､Janeの宗教的立場とSt.Jolm

のそれの双方の正しさを同時に擁護しているとの結論が導かれているO

第 5章 ▲̀弘/rjeyandGovernesses'pllgllt'では､考察の対象をJaDeEyleからSJ71/1ey(1849)

へと移し､作者Bronte自身がガグァネスであったという伝記的事実に着日しなから､当時の一大社

会問題であったガヴァネス問題に対する作者の関心がとのように作品内に反映されているかを論ずる｡

まず､登場人物のひとりMrsPryorがガヴァネスとして惨めな生活を送った過去をもつという設

定に注目し､ガヴァネスに対する雇い主側の思いやりの欠如が強調されているなどの要素を別出して

いくCその上で､ガヴァネス時代のCharlotteBronteの伝記的事実を詳 しく検証､ShlZIJeyにおけ

るガヴ7ネス問題の扱いは作家白身のガゲァネス経験に由来していることを明らかにしている｡さら
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に､ガヴ7ネスを辞めて作家とな-てからのBronteのガヴ'ネス関する発言に見られる矛盾を軸

して､逆にその矛盾にこそBrontcのガヴTネス問題に対する細心な配慮が看取でき､それがshLT/ep
という作品にも反映していると結論づけている｡

第 6軍 ●ForelgnnefiSandtheGoverness･VmcueandtheGovernessNovel(lr では､vJ･netb

(1853)の主人公 LucySnoweが､本国イギリスから大陸へ渡-たのち､カトリyク圏の異国で如何

に対処していくかという問題を､外国におけるガプアネスを描いたガプアネス小説と比較対照して考

察する○まず､海外でガヴァネスになった女性たちを描いたガ9'7 ネス小説､SarahMaryFlttL,也

の HowJLkameaGovcm essなどの内容を詳細に吟味し､こういった作品群では､基本的に､主

人公は英国人としての優越性を強く主張し､カトリックの信仰が英国の宗教的風土には相容れないも

のとして拒絶されていることを指摘する｡これを踏まえた上で､ V)Metteが､カ トリックの信仰を拒

絶 している点では他のガヴ7ネス小説と異ならないが､英国人ガザ7ネスとカトリyク教徒の男性と

結婚の約束をを措いている点で､きわめて特殊な例であることを明らかにしているO

第 7章 T̀heGovernessandProvldence VLjJetteandt】1eGovernessNovel(2)'では､ VJJJe地

が､その宗教的要素において如何に特異であるかを､他のガヴ7ネス小説､とりわけ､そのprovldence

というテ-マの扱い方と較ペることによって論 じる｡主人公が幸せな結婚を遂げることのない VJIJe始

は､ガケアネスの苦難は後に必ず報われるというガヴァネス小説のコンヴェンションから大きく逸脱

していることを指摘､いっぽうで､HarrletMartlneauの Deerbyooh(1839)との比較検討を通じ

て､Brcnteが､主人公 Lucyの苦難に満ちた生涯を神の意思に沿うものであると描きつつ､同時に

個人的な人間同士の変をきわめて重視 しているとの解釈が導きだされている｡

以上のような19世紀英国のガゲァネス小説という観点からBronteの作品を考案するとき､Bronte

の小説家としての革新性があらわになってくる｡JaneEyTleでは中産階級女性の理想像が覆され､

ShJrJeyでは､ガグァネスの自己噂牡を奨励するのではなく､それを当然のように考える社会の風潮

に異議が唱えられる｡そして､ VIJJetteでは､報いの得られない世界で信仰心のある方ヴTネスがど

のように生きるのかを大胆に描いている｡Bront善の小説は､19世紀ガ9'7ネス小説の主要なコンヴェ

ンションを踏劫 しつつも､そのジャンルに密着していた価値概そのものを実は覆しているというのが

本論文の結論である｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

19世紀英国を代表する小説家のひとり､CharlotteBronteの作品が､ガヴァネス (女性家庭教師)

小説というマイナーなジャンルに影響を受けていた事実は夙に指摘されてきたところであるが､ガグァ

ネス小説全般に関する研究は英米でもいまだ少数にとどまり､さらに､同ジャンルとBronteの作品

との関係に焦点を絞った本格的な研究はほとんど存在 していないというのが現状である0本論文は､

BrltlShLibrary､Bodle18nLlbraryなど英国の僅か数カ所の図雪館にしか収蔵されていないガヴァ

ネス小説についておこなわれた精扱な調査研究に基づいており､ガヴァネス小説の様々なコンヴェン

ションを詳細に分析するとともに､この観点からCharlotteBronteの作品を読み直そうとする意欲

的な試みである｡

序論における､ガヴTネス小説をめぐる先行研究の概観は過不足なくおこなわれており､従来の研

究に看取できる問題点の別出作業も的確だといえよう. しかし､JeromeBeatyに部分的に依拠 しつ

つ著者自身が試みているガグTネス′1､説というジャンルの再定義には嘆昧さ､矛盾もみられ､今後の

さらなる考案を望みたい｡

第 1部 G̀overnesslnFICtlOnandNon-FICtlOn' (第 1章12輩)は19世幕己英国の現実社会に

おけるガヴァネス､及び､ガプアネス小説全般を扱 っている｡

第 1葺 R̀ealalldFlctlOnalGoverness'は､19世紀英国におけるガヴァネスに対する関心を､

当時の論説､統計類とガザ 丁ネス小説の双方に探っている.ガヴ7ネスになる女性たちの出身階級､

その職業を選んだ理由､あるいは､平均賃金や仕事の内容などについての検証は手堅く､ガグ7ネス

小説におけるガヴ7ネス像が現実を如実に反映 しているとの結論は説得力をもつOただし､ガヴァネ

ス小説の読者層､流通部数などへのヨ配りが欠落 しているのは惜 しまれるところであるC

第 2章 ITheHIStOryOftheGovernessNovelfrom the1740stothe1860S'では､先行研究

を踏まえて､ガプアネス小説というジャンルの歴史と展開を考察 し､同ジャンルの様々なコンヴェン

ションを分析 している｡とりわけ､この時期のガゲTネス小説に敬度で自己を犠牲とするのを厭わぬ

人物がヒロインとして頻出､宗教色を強めていくとの指摘は､ガヴァネス小説群の丹念な調査に基づ

くだけに､注t引こ価いするといえよう0

第 2部 c̀harlotteBronteandtheGovernessNovcl'(第 3章一7章)では､ガケTネス小説と

いう観点からBront,eの作品の新たな解釈が試みられており､本論文の中核を成す｡

第 3章 T̀heRebelliousGovernessandNew DomestlClty JaneEyT.eandt.heGoverness

Novel(1)'は､血 eEyTeの主人公でガヴTネスとなるJaneが､従来のガヴTネス小説に登場する
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ガヴァネス像と大きく隔たっている事実を明らかにしている｡Janeが当時の中産階級の一般的な価

値観に反逆している点で特異だとする見解は創見とは呼へないが､ガグァネス小説群との詳細な比較

検討に拠-ている点については画期的であり､高く評価できる｡い-ぼう､JaneとRochesterの韓

始が､遺産相続その他の要素においてガケアネス小説のコングエソションを踏まえながらも､中産階

級女性に期待される生き方への報奨として機能していないという点で本質的にコング-ンションから

逸脱するとの結論は､はなはだ洞察に富むといえるD

第 4章 J̀ane'SlntegrltyaSaRellglOuSGoverness･JaneEyTeandtheGovernessNovel(2)･

は､著者が ｢宗教的ガヴ,ネス小説｣と分類する作品群との比較を通 じて,JBJ7eEyTleの宗教的側

面を扱うOとりわけ､StJohnの提示する宗教観に対するJaneの反応､及び､結末のFerndearL

におけるJaneの信仰心が論じられている｡解釈作業がテクストに終始密着したかたちでおこなわれ

ているところは評価できるものの､著者の議論がいささか明確さを欠いているのは残念であるOまた､

JaneはRochesterとの結婚そのものが神の意思に沿った結果であることを認識､神が是認する結婚

におけるRochesterとの生活の充実に心を注ぐことによって信仰心を表 しているとの結論は説得力

に富むとはいえず､今後の再検討を望みたい0

第 5章 'shrJeyandGovernesses'pllght'では､作者Bronte自身がその実生活においてガヴァ

ネス体験があった事実を念頭において､ガヴァネス間箱に対する作者の関心がとのように反映されて

いるかという観点から､▲S冶〟･Jeyという作品を解釈 しようと試みているO登場人物のCarollneや

MrsPryorが直面するガプァネス問題､あるいは未婚の独身女性という問題を分析しっつ､ガヴァ

ネス時代と作家時代双方のBronteの書簡なとを細かに検証してBronteのガプアネス問題に対する

一見したところ矛盾した発言を別出していく作業は､地味ではあるが堅実なものと評価できるOなお､

本章のみならず､全体を通 じて mePz10/L2SSOrへの言及がほとんとないのは､この作品がBronte

白身のガヴァネス体験を考察するうえで重要と思われるので､残念であるO

第 6章 JForelgnneSSandtheGoverness VljjTetteguldtheGovernessNovel(1)'では､Bronte

の全作品のなかでもっとも難解なものである VljJetteを､ガヴTネス小説の文脈という観点から読

み直すという作業を試みている.異国に赴いたガヴ7ネスを描いたガザァネス小説じたいがそもそも

広く知られていないうえに､それらとVllletteとの比較をおこなった研究はほほ皆無に近いので､著

者の試みはきわめて貴重なものといえよう｡また､この章において､著者が海外におけるガザTネス

という問題を現実と虚構の両面から考察､ガザ7ネス小説のみならず､イギリスから国外-出たガザァ

ネスの遺した自伝までを渉猟しているのは高く評価できる｡こういった細心な研究の結果として､

Bront台の描き出す主人公Lucyのカトリyク圏の異国における行動が､如何なる点で特異であるの

かが充分な説得力をもって示されているといえよう｡

第 7章 ITheGovernessarLdProvidence VLIJetteandtheGovernessNovel(2)'でもVJHette
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が引き続いて論 じられているが､ここで主眼となるのはその宗教的要素である｡とりわけprovldeIICe

というテーマに焦点を絞って他のガケアネス小説群との比較考察がなされるが､このテーマを論 じる

のはキリスト教に関する深い知喜銭が要求されるだけに､著者の議論も十全には掘り下げられていない

憾みが競る｡いっぽうで､Bronti!とも親交のあった女流作家 HarrletMartiJleauの h Tbrookと

の比較に限るならば､この作品にあっても､ガ9'7ネス以外の登場人物に結婚という幸運が訪れ､そ

こにガヴ1ネスが神の恩寵を見出すと指摘､ VLueEteと共通する点を明らかにしたのは､創見といえ

るだろう｡

本論文は､英国での徹底 した一次資料の調査を基盤として稗築された労作である.先に述べたよう

に､英米においても､ガヴ7ネス小説というジャンルとBront毒の作品との関係に焦点を絞った本格

的な研究はほとんど存在しておらず､Brontjjの作品が如何にガヴァネス小説の主要なコンヴェンショ

ンを踏襲しつつ同時に逸脱 しているかを豊富な資料から明らかにした本論文は高く評価されるべきだ

ろうO

著者の研究方法は､空疎な議論に陥ることなく､あくまで原資料に依拠する丹念なものである｡こ

のきわめて手堅い手法によって､19世暮己英国のガゲ7ネス小説という観点からBronteの作品を考察､

その新たな解釈の可能性を提示 してみせたことで､本論文は今後の Bronte研究に寄与するところき

わめて大であると考えられる.ただし､たとえば､著者によるガケ7ネス小説の定義には唆味なとこ

ろが残っており､また､Bronteの作品の細部の読みに詰めが足りない箇所がまま見受けられる｡こ

れらの問題点への取り組みは､今後の研究に期待したい｡

以上をもって､木論文は奈良女子大学博士 (文学)の学位論文に価するものと判断する｡

､{-


